によさん みや まぎ 

の 死 も それで ある。 女 三の 宫の 物の 紛れ も それで ある _ 

かおる す さくいん 

後の 主人公 薫 大将の 出生の ために 朱 雀 院の御 在院中 

の 後宮の ことが 突然 語り 出され、 帝の 女 三の 宫 内親王 

ご できあ い 

への 御 溺愛に よって、 薫の 宫を 用意した 小説の 構成の 

巧み さは 前者に 越えて いる。 

よく 原文 を 読めば 文章 の 組立 て が 若菜 から 違って い 

かんだちめ てんじょうびと 

るのに 心づく はずで ある。 必ず 「上達部、 殿上人」 で 

しょだい ふ 

あった ものが、 「諸大 夫、 殿上人、 上達部」 になって い 

る。 昔の 写本、 木版 本で ない 現今の 活字本で 見る 人 は 

いちもく りょうぜん 

一 目 瞭然と わかる はずで ある。 文章 も 悪い、 歌も少 

くな つた。 しかも 佳作 はき わめて 少数で ある。 紫 式部 
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